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1. はじめに 

本研究では,人の視線を計測することにより,視線の

動きは,再認成績と関係があるのかを明らかにする.特に,

視線の動きに着目し,隠れマルコフモデル(HMM)を用

いた分析を行う. 

2. 研究背景 

これまで,顔の再認に関わる研究は,停留度分析[1]、

視線停留位置の時系列的な遷移[2],などに着目して行

われてきた.本研究では,注視領域における視線の遷移

に着目して行う. 

3. 実験内容 

被験者に顔画像を 1 枚ずつ提示し,計 15 枚覚えてもら

った.その後,顔画像を 1枚ずつ計 20枚提示し,見たこと

があるかないかを答えてもらった.実験参加者は 14 名

で,HMM の学習用に 10 名,テスト用に 4 名のデータを

用いた.なお,視線計測には,米国 SR Research 社の急

速眼球運動解析装置 EyeLink CL を用いた. 

4. 実験結果 

4.1  K-means 法による領域分け 

本研究では,視線の停留位置を K-means 法によって 3

つに分けた.その後,その重心座標をもとに,図 1のように

顔画像を 8 つの領域に分割し,その領域間の視線の遷

移に着目した. 

 
図 1. K-means法による顔画像の領域分割 

4.2  Hit 率によるグループ分け 

被験者それぞれの再認成績は Hit 率を用いて 評

価した．Hit 率は符号化時に呈示された顔画像を,再認

テスト時に「見たことがある」と正しく判断出来た正答率

のことである.その結果にもとづき,再認成績の高い上位

グループ(5名)と,低い下位グループ(5名)に分けた.  

4.3  HMM の作成 

上位グループ,下位グループそれぞれについて,HMM

を作成した.このとき,3 つの内部状態があると仮定して

作成した.その結果を図 3,図 4に示す.なお,3つの内部

状態は A,B,C と表記してある. 

 
図 2. 下位グループの HMM 

 
図 3. 上位グループの HMM 

遷移確率には差があまり見られなかったが,初期状態確

率,出力確率には差が見られた. 

4.4  HMM の評価 

上位,下位グループで作成した HMM にテストデータ

(再認成績上位 2 名,下位 2 名)を用いて,ビタビアルゴリ

ズムによって尤度を求めた.上位グループの視線を上

位・下位の HMMに適用し,上位の HMMの方が尤度の

高い場合を正答とした.下位グループの場合は下位の

HMM の尤度が高い場合を正答とした.その正答率を図

5 に示す. 

 
図 4. HMMの評価 

上位グループの正答率は,下位グループよりも低い結

果となった.このことから,顔を覚えるのが得意な人は,ユ

ニークな見方をしており,得意でない人は固定的な見方

をしている傾向があるのではないかと考えられる. 

5. 今後の展望 

  個人ごとに HMM を学習し,評価することによって,個

人の識別に応用できるのではないかと考えられる. 
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